
実施日：　　　年　　月　　日

養成施設名 学科名及び課程名 科 課程

所在地 修業年限及び定員 年 名

作成者： 役職名

様式 チェック

愛玩動物看護師養成所指定申請書 必須 愛玩動物看護師養成所指定申請書 様式１ □

必須 学則 任意様式 □

教育課程表 任意様式 □

必須 授業科目の概要
任意様式

（様式１参考様式５） □

その他 （□学則細則 □履修規定 □シラバス □ ） 任意様式 □

必須 養成所の長に関する調書
任意様式

（様式１参考様式１） □
免許所有者

必須
免許証の写し - □

必須 教員（専任・兼任）に関する調書
任意様式

（様式１参考様式２） □

必須 承諾書
任意様式

（様式１参考様式３） □

必須 教員の氏名・担当科目・専任又は兼任の別
任意様式

（様式１参考様式４） □
免許所有者

必須
免許証の写し □

（１）設置者が法人である場合

必須 法人の寄附行為又は定款 任意様式 □

必須 役員名簿 任意様式 □

必須 法人許可官庁に提出した前年度事業概要報告書・収支決算書及び財産目録の写し 任意様式 □

必須 認可官庁に提出した申請書（写） - □

建物に関する書類 必須 配置図及び平面図（校舎の各室の用途及び面積が分かるもの） 任意様式 □

臨床実習施設に関する書類 必須 実習施設承諾書
任意様式

（様式１参考様式６） □

必須 教授用又は実習用機械器具、標本及び模型の目録
任意様式

（様式１参考様式７） □

必須 図書の目録総括表
任意様式

（様式１参考様式８） □

（１）土地 （設置者所有の場合）

設置者所有の
場合必須

登記書抄本 - □

（寄附を受ける場合）

寄附を受ける
場合必須

登記書抄本及び寄附申込書 - □

（買収又は賃借の場合）

買収又は賃借
の場合必須

見積書 - □

（２）建物 （設置者所有の場合）

設置者所有の
場合必須

登記書抄本 - □

（新築、買収又は賃借の場合）

新築、買収又は
賃借の場合必須

見積書 - □

必須 収支予算書等 任意様式 □

その他参考になる資料等 ( ) ー □

愛玩動物看護師養成所指定申請提出書類チェックシート

設置者に関する書類

学則等に関する書類

養成所長の履歴に関する書類

（２）設置者が法人の設立を予定している場合

教員の氏名、履歴及び担当科目
並びに専任また兼任の別に関する
書類

申請の日に属する学年度の収支予
算並びに当該学年度及び翌学年度
の財政計画に関する書類

教育上必要な機械（器械）、器具、
模型及び標本並びに図書目録

（法第31条第2号に基づく養成所）

提出書類

氏　　名

整備に関する書類
（指定申請に当たって新たに土地、
建物を整備する場合必須）
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実施日：　　　年　　月　　日

養成施設名 学科名及び課程名 科 課程

所 在 地 修業年限及び定員 年 名

作成者： 役職名 氏名

判定 関係法令等 参考資料

1 申請日

（１） 申請書は、授業開始６か月前までに提出されているか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-１（１）

2 設置者

（１） 適　□　　否　□ ガイドライン第１-１（３）

3 学則に最低限記載されていなければならない事項

（１） 適　□　　否　□ ガイドライン第１-１（４） 学則

（２） 適　□　　否　□ 学則

（３） 部科及び課程の組織に関する事項 適　□　　否　□ 学則

（４） 教育課程及び授業日時数に関する事項 適　□　　否　□ 学則

（５） 学習の評価及び課程修了の認定に関する事項 適　□　　否　□ 学則

（６） 入学定員（愛玩動物看護師を養成する課程又はコース）及び職員組織に関する事項 適　□　　否　□ 学則

（７） 入学、退学、転学、休学及び卒業に関する事項 適　□　　否　□ 学則

（８） 入学検定料、入学金、授業料、実習費、その他費用徴収に関する事項 適　□　　否　□ 学則

（９） 賞罰に関する事項 適　□　　否　□ 学則

4 敷地、校舎の位置及び環境

（１） 敷地、校舎の位置及び環境が、教育上適切か 適　□　　否　□ ガイドライン第１-１（５）

5 学生に関する事項

（１） 学校教育法第90条第１項の規定により大学に入学することができる者を入所の資格としているか 適　□　　否　□ 指定規則第４条第１号 学則

（２） 学則に定められた学生の定員を遵守しているか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-２（１） 学則

（３） 適　□　　否　□
指定規則第４条第６号
ガイドライン第１－５（１）

学則

（４） 入学者の選考は適正に行われているか　※筆記試験、合格基準等 適　□　　否　□ ガイドライン第１-２（２） 学則

（５） 入学時期は適正か、また途中入学が行われていないか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-２（３） 学則

（６） 出席状況の不良な者に対する進級又は卒業の措置は適切か 適　□　　否　□ ガイドライン第１-２（４） 学則

（７） 卒業、成績、出席状況等に関する記録が確実に保存されているか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-２（５） 学則

（８） 健康診断等保健衛生上、必要な措置がとられているか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-２（６） 学則

6 教員等に関する事項

（１） 適　□　　否　□ 指定規則第４条第４号
養成所の長及び教員（専任・兼任）
に関する調書

（２） 適　□　　否　□ 指定規則第４条第５号
養成所の長及び教員（専任・兼任）
に関する調書

（３） 専任教員の配置は適切か 適　□　　否　□ ガイドライン第１-３（１）
教員の氏名・担当科目・専任又は
兼任の別

（４） 適　□　　否　□ ガイドライン第１-３（２）
教員の氏名・担当科目・専任又は
兼任の別

（５） 実習時は必要に応じて教員に加えて指導員や助手を配置しているか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-３（３） -

（６） 教員は担当科目に応じ、それぞれ相当の経験を有する者であるか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-３（４）
養成所の長及び教員（専任・兼任）
に関する調書

修業年限、学年、学期及び授業を行わない日に関する事項

設置の目的

（土地）
設置者所有の場合：登記書抄本
寄附を受ける場合：登記書抄本及
び寄附申込書
買収又は賃借の場合：見積書
（建物）
設置者所有の場合：登記書抄本
新築、買収又は賃借の場合：見積
書

教員の数は適切で、教員のうち、３人以上は獣医師若しくは愛玩動物看護師又は同等以上の経験
を持つ専任教員か

養成所の設置者は、国又は地方公共団体が設置者である場合のほか、原則として学校法人（私立
学校法（昭和24年法律第27号）第64条第４項の規定により設立された法人を含む。）であるか

調査事項

教員１人の担当授業時間数は、授業の準備等に要する時間も考慮した上で労働基準法（昭和22
年法律第49号）等の労働基準関係法令を遵守する範囲か

（設置者が法人の場合）
寄附行為又は定款、役員名簿
（設置者が法人の設立を予定してい
る場合）
認可官庁に提出した申請書（写）

１授業の定員は40名以下か

愛玩動物看護師養成所指定申請チェックシート

（法第31条第2号に基づく養成所）

専任教員のうち、少なくとも１人は愛玩動物看護師の免許取得後5年以上愛玩動物看護師として勤
務しているか（令和11年3月31日までは適用しない）
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実施日：　　　年　　月　　日

養成施設名 学科名及び課程名 科 課程

所 在 地 修業年限及び定員 年 名

作成者： 役職名 氏名

判定 関係法令等 参考資料調査事項

愛玩動物看護師養成所指定申請チェックシート

（法第31条第2号に基づく養成所）

7 授業に関する事項

（１） 修業年限は、３年以上であるか 適　□　　否　□ 指定規則第４条第２号 学則

（２） 教育課程は、ガイドライン別表１に掲げる事項を習得させる内容であるか 適　□　　否　□
指定規則第４条第３号、
ガイドライン第１-４

学則、教育課程表、授業科目の概要等

8 施設設備に関する事項

（１） 同時に授業を行う学級数を下らない数の普通教室を有しているか 適　□　　否　□ ガイドライン第１-５（１） 配置図及び平面図

（２） 適当な広さの実習室を有しているか 適　□　　否　□
指定規則第４条第７号、
ガイドライン第１-５（２）

配置図及び平面図

（３） 教育上必要な機械器具、模型及び図書を有しているか 適　□　　否　□
指定規則第４条第８号、
ガイドライン第１-５（４）

教授用又は実習用機械器具、標本
及び模型の目録、図書の目録

9 臨床実習に関する事項

（１） 臨床実習を行う実習施設は、実習を行うにふさわしい施設であるか 適　□　　否　□
指定規則第４条第９号、
ガイドライン第1-６

実習施設承諾書

（２） 臨床実習施設には、実習を行う上で必要な機械器具が備えられているか 適　□　　否　□
指定規則第４条第10
号、ガイドライン第１-６

実習施設承諾書

（３） 動物看護総合実習は、飼育動物診療施設等において行う内容となっているか 適　□　　否　□ ガイドライン第1-６
実習施設承諾書、教育課程表、授
業科目の概要等

10 その他

（１） 養成所の運営は適正であるか（管理運営、財政上の健全性） 適　□　　否　□ 指定規則第４条第12号

（２） 適　□　　否　□ ガイドライン第１-９（１）

（３） 専任の事務員を有しているか 適　□　　否　□ 指定規則第４条第11号

入学料・授業料又は実習費等は適当な額であり、学生又は保護者から寄附金その他の名目で不当な
金額を徴収していないか

申請の日に属する学年度の収支予
算並びに当該学年度及び翌学年度
の財政計画に関する書類
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